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的な対象として、その特有な歴史 ・ 風土・植生から読み取れる「生きられた風景(海辺の風景・木立の風景)J 
を多角的に考察し、また敢えて「風景の品格J という風景論上での一つの本質概念についても論及した。これ
に続く本稿では、さらにかつて「裏日本j と呼ばれた日本海沿岸の雪国地域における「海辺の風景J の原型を

















華を生み出した。 さらに近世後期の葛飾北斎や歌川広重などの浮世絵版画 1) には、全国の主要街道沿
いの美しい四季の風景が取り上げられ、また名所図会 2)や名所八景 3) なるものも数多く描かれた。
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その先の本誌第 5 号に記載の拙稿「能登半島の風土と植生風景論への一つのアプローチーJ におい
ては、能登半島に特有な歴史・風土 ・ 植生から読み取れる「生きられた風景(海辺の風景 ・ 木立の風













考察した上で、等伯画「松林図 j から能登の風景をさらに探究するとともに、「風景なるものj の多
次元な世界の真相を存在論的に問うこととなろう。




2・I.) i気多政治圏(古代 ・ 中世) J から「裏日本(近代) J へ
能登を含む日本海沿岸地域とは、かつて古代中世の時代において、日本海をめぐる朝鮮半島とその
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図-1) I気多政治圏(日本海地域国家連合)J :気多の神名・地名の分布からの構想
「コシ地域郡(現・北陸地域) J と「イヅモ地域郡(現 ・山陰地域) J には、古代以来の独自な政治文化
圏が形成していただけに、ヤマト・カワチの王権に対して全面的に即時服従したのではなかった。こ














明治 28 (1895) 年発行の矢津昌永著『中学・日本地誌j] (丸善)から確認されるのである 7)。この前年
に出版された著名な志賀重昂『日本風景論j] (政教社)にも、その国土二分論の影響が明瞭に現れてお














太平洋岸中よりも人口少し 日 本海岸よりも人 口 多し
日本歴史中の重要なる事件なし 日本歴史中の重要なる事件多し
発達進暢せず 甚だ発達進暢し、文化は此処に来り
表-1 b) 志賀重昂『日本風景論~ (1894) における「日本海岸」と「太平洋岸」の比較(人文地理)
様式 太平洋式 日 本海式 瀬戸内海式
石の色が白い(水成岩) 石の色が黒い(火成岩) 小規模に両形式を備える
特色 明るさ ・ 暖かさ 豪岩にして奇抜
女性的美しさ 男性的強剛味
地殻運動 隆起海岸 沈降海岸 不連続陥没
浸蝕と堆積が平衡状態 堆積より沈降がまさる
長い砂浜 溺れ谷 多島海
砂丘・砂噛 ・ 砂州、| 洞門洞窟 松林
要素 松林 ・ 翠轡緑丘 柱状節理 農耕風景
















つまり 「裏日本=海辺の風景j と 「表日本=山岳風景J という図式が新たに創り出されたのであり、
それを裏付けるかのように、これ以後の殆ど多くの風景論研究は「山岳風景J に偏重していくのであ
って、「海辺の風景」に日本風景美の特色を求めたのは、伊藤銀水『日本風景新論~ (19 1 0) や脇水餓
五郎『日本風景の研究~ (1943) など数少ない 10) 。 地質学者・脇水の『日本風景の研究』は、サブタ
イトノレに「名勝の自然科学的考察」とあるように、地質学を背景に美 しい海岸風景の造型を「太平洋
式J í 日本海式J í瀬戸内海式」の三分類で整理したもので、現在でも示唆深い内容である 11 ) (表ー2) 。
2ふ)日本海沿岸の雪国地域にみる 「海辺の風景」一 「白砂青松J と「雪恋い心j ー 1 2)
「海辺の風景j の美しさを最も表現した風景言語に「白砂青松j が知られるように、日本の「三大
松原 J として「三保の松原J (静岡) í気比の松原 J (福井) í虹の松原J (佐賀)が有名であるほか、 全
国各地には松林の風景が数多い(図・2 ，-3) 。また近年、「白砂青松 100 選 J (図 -4) も選定されている 。
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図-2) 日 本三大松原の一つ「気比の松原J (福井)
図司3) 日本各地の松原の名勝地(右図)
北海道襟裳岬 ・ 砂坂海岸







千葉県 富津崎・平砂浦海岸 ・ 東条海岸 ・ 九十九里海岸 ・ 般の松原
東京都松山海岸式線海岸
神奈川県湘南海岸・真鶴海岸




静岡県三保の松原 ・ 千本松原 ・ 遠州大砂丘 ・ 弓ケ浜
















高知県。琴ケ浜 ・ 種崎千松公園 小室の浜
福岡県 さっき松原ー幣の松原・生の松原 ・ 海の中道
佐賀県虹の松原








図・4) r 日 本の松の緑を守る会J が選定した「日本の白砂青松 100 選J
(昭和 62 年 (1987) 1 月 10 日 選定)
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3. 等伯画 「松林図」 にみる能登の風景 14)
いよいよここから、桃山画壇の画聖とも讃えられた長谷川等伯の晩年の大作「松林図 J (国宝)から、







図-6) 長谷川等伯画 「松林図J (国宝) :右隻
そして等伯の全作品を見渡すとき、個人の制作とはとても創造できないほどの領域の広さに、ただ驚
くばかりである。等伯の場合は、水墨画といっても羅漢図 ・ 達磨図 ・ 山水図 ・ 禽獣画 ・ 禅機画 ・ 道釈



































































1 ) 浮世絵版画の風景画を景観工学から考察したものに、萩島哲 (1996) ~風景画と都市景観』理工図書等がある。
2) 江戸時代には、名所案内や地誌を総称した「名所図会」が全国各地で出版され、例えば「江戸名所図会J や
「者[1名所図会 J í東海道名所図会J í木曽路名所図会J í近江名所図会 J í摂津名所図会J など、そのほか「都
林泉名勝国会」もよく知られた。最近年はこれらの復刻版も多く、また学際的な研究が盛んである。
3) 日本八景については、白幡洋三郎 (1992) r 日本八景の誕生J (~環境イメージ論』弘文堂)を参照されたい。
また日本各地の名所八景については、田中誠雄ほか (2000) r 日本における八景の分布について」ランドスケ
ープ研究(日本造園学会誌) VoI. 63 ，No.3 を参照のこと。
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4) r 日本三景J の成立に関しては、中津伸弘 (1993) r 日本三景孜J 神道学 155 号などを参照されたい。
5) r気多政治圏」についての詳しいことは、浅香年木 ( 1977) W北陸の風土と歴史』山川出版社と同(1978) W古
代地域史の研究 北陸の古代と中世 d 法政大学出版局を参照されたい。
6) r裏日本」とし寸近代的地理空間の成立と背景については、阿部恒久 ( 1997) W裏日本はし、かにつくられたか』
日本経済評論社から多大な示唆を得た。





千田稔 ( 1988) r風景のナショナリズム 志賀重昂と正岡子規J 奈良女子大学地理学研究報告E
荒山正彦 ( 1989) r明治期における風景の受容 『日本風景論』と山岳会j 人文地理第 4 1 巻 6 号
山本教彦・上回誉志美 (1997) W風景の成立 志賀重昂と『日本風景論~~海風社
荒山正彦 ( 1998 ) r風景論の系譜を探究する試み 明治前半期における国土空間の表象」関西学院史学 25 号
10 ) 志賀重昂 ( 1894) W 日本風景論』は明治のベストセラーとして反響は多大であり、これに続いて小島烏水 (1905)
『日本山水論』隆文館も「山岳風景j を大きく取り上げた。日本風景美を代表するものとして「山岳風景j を
捉える視座は濃厚に定着してゆくものと考えられる。 さらにドイツの林学者ザーリッシュ( 1 846-1920) による
「森林美学J をこの頃に導入していたことも、山岳の森林風景の秀逸さを偏重する要因になったのかもしれな
い。 なお「山岳風景」への偏重傾向に対抗した伊藤銀水 ( 1910 ) W 日本風景新論』前川文栄閣は、「日本に於て
は、山獄美よりも海岸美を優れりとなす」と主張し、これに脇水餓五郎 ( 1943) W 日本風景の研究』が続いた。
また今日広く読み知られた樋口忠彦 (198 1 ) W 日本の景観 ふるさとの原型』に着目してみると、「日本の景観の











田村剛による『造園学概論~ (1925) W森林風景計画~ (1929) W風景の驚異~ ( 1932 ) や、上原敬二による『造園
学汎論~ (1924) W 日本風景美論~ ( 1943 ) では、日本の多様な自然風景美を総合的に体系づけて論及している。
11 ) 脇水については、赤坂信 ・石川忠治「脇水餓五郎の風景論」ランドスケープ研究 VoI. 59，No5 ，p 13-16 を参照。
12) r 白砂青松」あるいは松の芸術性については、以下の文献を大いに参照させていただいた。
金井紫雲(1946) W松其の芸術との関係について』芸州堂出版部/高嶋雄三郎 (1975) W松』法政大学出版局
有岡利幸 (1994) W松日本の心と風景』人文書院/ W is NO.73 特集白砂青松~ ( 1996) ポーラ文化研究所'
13 ) 日本海沿岸の雪国地域における独特な歴史・風土 ・ 文化については、市川健夫 ( 1980) W雪国文化誌』日本放
送出版協会のほか、 高田宏(1987) W雪恋し、』新宿書房や同(1997) W雪を読む 北越雪諮に沿いながら』大巧社、さら
に雪国の視座編(2001) W雪国の視座』毎日新聞社などを参照されたい。
14) 等伯画「松林図J については、次の文献から多大な示唆を得た。
唐木順三 ( 1963 ) r長谷川等伯と利休J W千利休』筑摩叢書
山岡泰造 (1964) r等伯筆「松林図」の作風についてJ 美学第 59 号
倉沢行洋 ( 1992 ) r第十章金碧と水墨J W増補対極桃山の美』淡交社
河合正都(1993) r長谷川等伯「松林図扉風」再考J 博物館学年報第 25 号
橋本綾子 ( 1994) r この一枚松林図扉風J W水墨画の巨匠第 3巻等伯』講談社
15) r しづかなる絵」とは、『等伯画説』に見られる有名な一節である。『等伯函説』とは、等伯が話した函道に
関することがらを本法寺の日通上人が書き留めたもので、それは 日 本絵画史上において極めて稀な貴重資料で
あり、その活字版として源豊宗考註 ( 1963 ) W等伯画説』和光出版社がある。
図版出典
図ー 1 ) :浅香年木 (1977) W北陸の風土と歴史』山川出版社 p58
図・2ム4) ・有岡利幸 ( 1 994) W松 日本の心と風景』人文書院 pI63 ， 185 ， 192・3
図づ，6) 土居次義 ( 1939) W等伯 東洋美術文庫』アトリエ社
図・7) :土居次義 ( 1989) W長谷川等伯』七尾市等伯会
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